
 

 

環境部における特殊勤務手当 

不 正 受 給 問 題 調 査 報 告 書 

 

（ 概 要 版 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 ２ ４ （ ２ ０ １ ２ ） 年 １ ２ 月 １ ３ 日  

 

 

明 石 市 環 境 部 職 員 特 殊 勤 務 手 当  

不 正 受 給 問 題 調 査 委 員 会  



第 １  調 査 委 員 会 に つ い て  

 

１  委 員 会 の 構 成  

 

 当 調 査 委 員 会 （ 以 下 、「 委 員 会 」 と い う 。） は 、 明 石 市 環 境 部

収 集 事 業 課 （ 平 成 ２ ３ 年 度 の 組 織 変 更 以 前 の 課 名 は 「 環 境 部 環

境 第 ２ 課 」。以 下 、「 収 集 事 業 課 」と い う 。）所 属 職 員 に よ る 特 殊

勤 務 手 当 の 不 正 受 給 問 題 （ 以 下 、「 本 件 」 と い う 。） に つ い て 、

公 正 な 調 査 を 実 施 す る こ と 等 を 目 的 と し て 設 置 さ れ た 。  

  委 員 会 の 構 成 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

委 員 長   弁 護 士  後 藤  啓 二  

委 員    弁 護 士  橋 口  玲  

委 員    弁 護 士  林   亜 衣 子  

ま た 、 明 石 市 の 弁 護 士 職 員 が 調 査 班 と し て 委 員 会 の 指 示 の も

と 調 査 を 補 助 し 、 総 務 課 及 び 人 事 課 の 職 員 が 調 査 に 関 す る 事 務

を 担 当 し た 。  

 

２  委 員 会 の 調 査 に 至 る 経 緯  

 

 平 成 ２ ２ 年  

１ １ 月 ２ ２ 日  明 石 市 公 益 監 察 員 に 対 す る 通 報  

１ ２ 月 ７ 日 ～  明 石 市 公 益 監 察 員 に よ る 調 査  

平 成 ２ ３ 年  

９ 月 １ 日   明 石 市 公 益 監 察 員 の 勧 告  

        勧 告 の 概 要  

            ① 収 集 事 業 課 全 体 の 調 査  

            ② 不 正 行 為 者 に 対 す る 処 分 等  

③ 業 務 体 制 ・ 給 与 体 系 の 適 正 化  

④ 再 発 防 止 策 の 策 定  

    ９ 月 ～ １ ２ 月  明 石 市 総 務 部 職 員 室 人 事 課 に よ る 調 査  

平 成 ２ ４ 年  

５ 月 １ ７ 日   委 員 会 設 置  
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３  委 員 会 の 開 催 状 況  

 

平 成 ２ ４ 年  ５ 月 １ ７ 日  第 １ 回 外 部 調 査 委 員 会  

        ６ 月 １ ８ 日  第 ２ 回 外 部 調 査 委 員 会  

        ７ 月  ６ 日  第 ３ 回 外 部 調 査 委 員 会  

        ７ 月 ２ ４ 日  第 ４ 回 外 部 調 査 委 員 会  

        ８ 月 ２ ０ 日  第 ５ 回 外 部 調 査 委 員 会  

        ９ 月 １ ３ 日  第 ６ 回 外 部 調 査 委 員 会  

       １ ０ 月  ４ 日  第 ７ 回 外 部 調 査 委 員 会  

       １ ０ 月 ２ ５ 日  第 ８ 回 外 部 調 査 委 員 会  

       １ １ 月  ９ 日  第 ９ 回 外 部 調 査 委 員 会  

       １ １ 月 ２ ９ 日  第 １ ０ 回 外 部 調 査 委 員 会  

       １ ２ 月  ６ 日  第 １ １ 回 外 部 調 査 委 員 会  

  委 員 会 開 催 日 に お け る 調 査 の ほ か 、委 員 会 の 指 示 に 基 づ く 調

査 班 に よ る ビ デ オ 等 の 資 料 分 析 、 及 び 、 関 係 者 へ の 事 情 聴 取 等

が 実 施 さ れ た 。  

  

４  調 査 対 象 期 間  

 

委 員 会 は 、各 収 集 車 の 乗 組 員 を 特 定 す る た め に 必 要 な 資 料（ 走

行 記 録 簿 ） が 保 存 さ れ て い た 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 １ 日 か ら 、 公 益 監

察 員 に よ る 技 能 労 務 職 員 に 対 す る 直 接 の 調 査 が 開 始 し た 平 成  

２ ３ 年 １ 月 ２ １ 日 ま で を 、 客 観 的 資 料 に よ る 調 査 の 対 象 期 間 と

し た （ 事 情 聴 取 で は 期 間 を 限 定 せ ず に 聴 き 取 り を 行 っ た 。）。  

 

５  調 査 方 法  

 

上 記 期 間 に お け る 明 石 ク リ ー ン セ ン タ ー の 監 視 カ メ ラ 映 像 、

ご み の 搬 入 日 報 、 計 量 記 録 等 の 客 観 的 資 料 を も と に 不 正 行 為 を

特 定 し 、 事 情 聴 取 の 結 果 を 考 慮 し て 、 不 正 行 為 を 認 定 し た 。  

  事 情 聴 取 に つ い て は 、平 成 ２ ４ 年 ４ 月 １ 日 現 在 に お い て 収 集

事 業 課 で 勤 務 す る 技 能 労 務 職 員（ ６ １ 名 ）及 び 管 理 職（ ２ 名 ）、

過 去 一 度 で も 技 能 労 務 職 員 と し て 収 集 事 業 課 で 勤 務 し た こ と
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の あ る 技 能 労 務 職 員 （ ３ ６ 名 ） 及 び 管 理 職 （ ７ 名 ）、 並 び に 明

石 ク リ ー ン セ ン タ ー 所 長 （ １ 名 ） の 合 計 １ ０ ７ 名 に 対 し て 実 施

し た 。 上 記 の 他 に 、 市 職 員 で 、 収 集 事 業 課 に 現 在 在 職 す る 技 能

労 務 職 員 が １ 名 、過 去 在 職 歴 の あ る 技 能 労 務 職 員 が １ 名 い る が 、

病 気 療 養 中 の た め 事 情 聴 取 す る こ と が で き な か っ た 。  

  ま た 、 明 石 市 職 員 労 働 組 合 か ら も 聴 き 取 り を 行 い 、 資 料 提 供

を 受 け 、 過 去 の 業 務 体 制 等 に つ い て の 調 査 の 協 力 を 得 た 。  

 

第 ２  収 集 事 業 課 の 業 務 内 容  

 

１  組 織 概 要  

 

  収 集 事 業 課 の 職 員 は 、課 長 、係 長 及 び 主 任 以 下 の 事 務 職 員 と 、

作 業 長 、自 動 車 運 転 手 及 び 作 業 員 の 技 能 労 務 職 員 に 区 分 さ れ る 。 

事 務 職 員 は 、主 に 、一 般 廃 棄 物 の 収 集・運 搬 に 係 る 企 画 調 査 、

一 般 廃 棄 物 の 収 集 運 搬 の 委 託 契 約 等 の 事 務 処 理 に 関 す る 業 務 、

市 民 か ら の 要 望 へ の 対 応 業 務 を 取 り 扱 い 、 時 に は 、 技 能 労 務 職

員 が 欠 勤 し て 人 員 が 不 足 す る 場 合 に ご み 収 集 に 携 わ る こ と も あ

る 。  

技 能 労 務 職 員 は 、 自 動 車 運 転 手 及 び 作 業 員 が ご み の 収 集 ・ 運

搬 を 行 う 。 ま た 、 作 業 長 は 、 ご み 収 集 ・ 運 搬 業 務 に 携 わ る 職 員

の 配 置 （ 通 年 の 班 編 成 及 び 毎 日 の 班 編 成 ） を 行 う ほ か 、 自 動 車

運 転 手 及 び 作 業 員 が 欠 員 し て 人 員 が 不 足 す る 場 合 や ご み の 量 が

多 い 場 合 に 、 補 完 的 に ご み 収 集 に 携 わ っ て い る 。  

 

２  技 能 労 務 職 員 の 業 務 内 容  

 

（ １ ）  収 集 方 法  

  収 集 事 業 課 に お け る 家 庭 用 ご み の 収 集 ・ 運 搬 は 、 主 に 、 ２

ト ン 車 及 び ３ ． ５ ト ン 車 で 行 わ れ て い る 。  

   通 常 、 ２ ト ン 車 に は ２ 名 の 職 員 が 割 り 振 ら れ 、 ３ ． ５ ト ン

車 に は ３ 名 の 職 員 が 割 り 振 ら れ る 。 平 成 １ ６ 年 度 ま で は 、 ２

ト ン 車 に つ い て も ３ 名 の 職 員 が 割 り 振 ら れ て い た 。  
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   ２ ト ン 車 は 、 午 前 に ３ 回 、 午 後 に ２ 回 の 合 計 ５ 回 収 集 に 行

き 、 ３ ． ５ ト ン 車 は 、 午 前 に ３ 回 、 午 後 に １ 回 の 合 計 ４ 回 収

集 に 行 く の が 通 常 と さ れ て い た 。  

   収 集 ル ー ト は 予 め 決 ま っ て お り 、１ ル ー ト あ た り の ご み 収

集 量 が 、 過 積 載 に な ら な い よ う 設 定 さ れ て い た 。  

な お 、 収 集 事 業 課 の 職 員 は 、 早 め に 多 め の ご み を 収 集 す る

（ １ 回 の 収 集 で １ 回 分 以 上 の ご み 収 集 を す る ） 場 合 が あ り 、

こ の 行 為 は 「 追 い 込 み 」 と 呼 ば れ て い た 。  

 

（ ２ ）  収 集 日  

  収 集 事 業 課 が 行 う ご み の 収 集 は 、 曜 日 ご と に 以 下 の 種 別 で

行 わ れ て い る 。  

  ・ 月 曜 日  火 曜 日  木 曜 日  金 曜 日 ： 可 燃 ご み  

  ・ 水 曜 日             ： 不 燃 ご み 、 資 源 ご み  

  各 家 庭 か ら 出 さ れ る 可 燃 ご み の 量 は 、 月 曜 日 及 び 火 曜 日 が

多 く 、 木 曜 日 及 び 金 曜 日 は 少 な い と い う 傾 向 が あ る （ 月 曜 日

と 木 曜 日 、 火 曜 日 と 金 曜 日 は 、 そ れ ぞ れ 同 じ 収 集 ル ー ト で あ

る 。）。 水 曜 日 に 収 集 さ れ る 不 燃 ご み 及 び 資 源 ご み の 量 は 、 可

燃 ご み と 比 較 し て 少 な い 。  

   

（ ３ ）  計 量 ・ 廃 棄 方 法  

   各 収 集 車 は 、 １ ル ー ト の ご み を 収 集 す る ご と に 、 明 石 ク リ

ー ン セ ン タ ー に 戻 り 、 収 集 し た ご み を 廃 棄 す る 。  

   ご み の 廃 棄 は 、 以 下 の 順 序 で 行 わ れ る 。  

    ①  明 石 ク リ ー ン セ ン タ ー の 入 口 側 計 量 機 に 収 集 車 を

乗 り 入 れ 、自 分 が 担 当 す る 収 集 車 の 磁 気 カ ー ド を 計 量

機 の 操 作 盤 に 挿 入 し た 上 で 、 操 作 盤 を 操 作 す る （ ご み

が 載 っ た 状 態 の 収 集 車 の 重 量 が 計 量 さ れ る 。）。  

    ②  計 量 機 を 降 り て 、明 石 ク リ ー ン セ ン タ ー 内 の ご み の

廃 棄 ピ ッ ト に 向 か い 、 ご み を 廃 棄 す る 。  

    ③  出 口 側 計 量 機 に 収 集 車 を 乗 り 入 れ 、自 分 が 担 当 す る

収 集 車 の 磁 気 カ ー ド を 計 量 機 の 操 作 盤 に 挿 入 し た 上

で 、 操 作 盤 を 操 作 す る （ ご み が 載 っ て い な い 状 態 の 収
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集 車 の 重 量 が 計 量 さ れ る 。）。  

    ④  計 量 後 、収 集 車 は 、次 の ご み 収 集 ル ー ト に 向 か う（ 最

終 計 量 後 は 、 収 集 事 業 課 に 戻 る ）。  

   な お 、 計 量 の シ ス テ ム 上 は 、 ① の 計 量 時 刻 及 び 計 量 結 果 、

③ の 計 量 結 果 、 及 び 、 ③ と ① の 差 の 重 量 が そ れ ぞ れ 記 録 さ れ

る が 、明 石 ク リ ー ン セ ン タ ー 及 び 収 集 事 業 課 に お い て 計 量 記

録 と し て 用 い ら れ て い た 「 搬 入 日 報 」 で は 、 ① の 計 量 時 刻 、

及 び 、 ③ と ① の 差 の 重 量 の み が 記 載 さ れ て お り 、 ① と ③ の 各

計 量 結 果 は 記 載 さ れ て い な か っ た 。  

 

第 ３  特 殊 勤 務 手 当 の 内 容 及 び 導 入 経 緯  

 

１  特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 定  

 

平 成 ２ ２ 年 当 時 、 収 集 事 業 課 で は 、 じ ん 芥 等 収 集 運 搬 作 業 手

当 と し て 、「 ツ ブ レ 手 当 」、「 回 数 手 当 」、「 雨 手 当 」と 通 称 さ れ る

３ 種 類 の 特 殊 勤 務 手 当 が 存 在 し た 。  

じ ん 芥 等 収 集 運 搬 作 業 手 当  

種  類  作 業 精 励 手 当  

（「 ツ ブ レ 手 当 」）  

作 業 精 励 手 当  

（「 回 数 手 当 」）  

作 業 精 励 手 当  

（「 雨 手 当 」）  

基 本 収 集 回 数 を 超 え て じ ん 芥 等 の 収 集 、 運 搬 作 業 に 従 事 し た と き 、 又

は 荒 天 時 に 市 長 が 特 に 不 快 若 し く は 困 難 と 認 め る じ ん 芥 の 収 集 、運 搬

作 業 に 従 事 し た と き  

業 務 内 容  
休 暇 等 に よ り 勤 務 を 欠 い た

職 員 に 代 わ り 、 本 来 割 り 当

て ら れ た 収 集 回 数 を 超 え て

じ ん 芥 等 の 収 集 、 運 搬 作 業

に 従 事 し た 場 合  

１ 日 ３ 回 の 基 本 収

集 回 数 を 超 え て 、

じ ん 芥 等 の 収 集 、

運 搬 作 業 に 従 事 し

た 場 合  

気 象 警 報 が 発 表 さ

れ た と き 又 は １ 時

間 当 た り の 降 水 量

が 1 0 ミ リ メ ー ト ル

以 上 に な っ た 場 合  

支 給 区 分  収 集 事 業 課 の じ ん 芥 等 の 収 集 、 運 搬 作 業 に 従 事 す る 職 員  

支 給 額  

１ 回 に つ き 、 支 給 を 受 け る

職 員 の 給 料 月 額 の 1 0 0 0 分 の

２ に 相 当 す る 額  

１ 回 に つ き 、 支 給

を 受 け る 職 員 の 給

料 月 額 の 1 0 0 0 分 の

3 . 5 に 相 当 す る 額  

１ 日 に つ き 、 支 給

を 受 け る 職 員 の 給

料 月 額 の 1 0 0 0 分 の

２ に 相 当 す る 額  

 

２  回 数 手 当 の 変 遷 及 び 運 用  

 

（ １ ）  取 り 切 り 体 制 と 時 間 内 時 間 外 手 当  

   昭 和 ６ ３ 年 頃 ま で 、 収 集 事 業 課 で は 、 各 収 集 班 が 担 当 す る
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収 集 コ ー ス が 一 応 決 め ら れ て い た も の の 、収 集 回 数 は 決 め ら

れ て い な か っ た 。 そ の た め 、 規 定 上 の 勤 務 時 間 は 午 前 ８ 時 ４

５ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ０ 分 ま で で あ っ た が 、ご み 収 集 担 当 職 員

は 、既 定 の 収 集 コ ー ス の ご み を 取 り き っ た 段 階 で 業 務 が 終 了

し た も の と し て 、 退 勤 で き る 勤 務 体 制 で あ っ た （「 や り じ ま

い 」、「 取 り じ ま い 」、「 取 り 切 り 」 な ど と 呼 ば れ て い た 。）。  

   ま た 、 収 集 事 業 課 に つ い て は 、 悪 天 候 や 職 員 の 欠 員 と い っ

た 事 情 が あ っ て も 、家 庭 か ら 排 出 さ れ た ご み を 全 て 収 集 し な

け れ ば な ら な い 業 務 で あ る と い う 前 提 が あ っ た た め 、特 殊 勤

務 手 当 と し て 明 文 で 制 度 化 さ れ て い た 塵 芥 処 理 作 業 手 当（ １

日 に つ き ４ ５ ０ 円 ）に 加 え て 、時 間 外 手 当 が 支 給 さ れ て い た 。 

す な わ ち 、 雨 天 日 の 収 集 の 場 合 、 及 び 、 担 当 者 が 不 在 と な

っ た コ ー ス の ご み に つ き 決 め ら れ た コ ー ス の ご み に 加 え て 別

途 収 集 し た 場 合 に 、 時 間 外 手 当 （ こ れ ら は 、 い わ ゆ る 「 時 間

内 時 間 外 勤 務 手 当 」 で あ っ た 。） が 支 給 さ れ て い た 。  

 

（ ２ ）  特 殊 勤 務 手 当 の 導 入 及 び 退 勤 時 間 の 遵 守  

  昭 和 ６ ３ 年 、 明 石 市 は 、 勤 務 体 制 の 適 正 化 の た め 、 職 員 労

働 組 合 と の 労 使 交 渉 の 結 果 、 収 集 事 業 課 の ご み 収 集 担 当 職 員

が 午 後 ３ 時 ま で 退 勤 し な い こ と （ 規 定 上 の 勤 務 時 間 は 午 前 ８

時 ４ ５ 分 か ら 午 後 ５ 時 １ ５ 分 ま で で あ っ た ） を 遵 守 す る 代 わ

り と し て 、 月 曜 日 、 火 曜 日 に 基 本 収 集 回 数 （ 午 前 ２ 回 、 午 後

１ 回 の 合 計 ３ 回 ） を 超 え て ご み を 収 集 し た 場 合 等 に １ 日 に つ

き 給 料 月 額 の １ ０ ０ ０ 分 の １ ２ を 支 給 す る 手 当 （ 回 数 手 当 の

前 身 ） を は じ め と す る 特 殊 勤 務 手 当 を 導 入 し た 。  

も っ と も 、 上 記 手 当 導 入 直 後 、 収 集 事 業 課 の 管 理 職 か ら 、

現 場 の 不 公 平 感 を 解 消 す る べ く 作 業 長 と 他 の 技 能 労 務 職 員 と

の 手 当 の 均 衡 を 図 っ て 欲 し い と の 要 望 が 出 た こ と を 受 け 、 明

文 の 規 定 は な か っ た も の の 、 収 集 作 業 に 従 事 し な い 作 業 長 に

対 し て も 上 記 手 当 が 支 給 さ れ る こ と に な り 、 結 果 的 に 、 収 集

事 業 課 の 技 能 労 務 職 員 全 員 に 対 し て 、 上 記 手 当 が 支 給 さ れ る

こ と に な っ た 。  
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（ ３ ）  回 数 手 当 へ の 変 更  

   平 成 ４ 年 １ ０ 月 １ 日 、 明 石 市 は 、 一 般 職 員 と の 給 与 額 と の

均 衡 を 図 る こ と 、 及 び 、 収 集 事 業 課 に お け る 技 能 労 務 職 員 の

勤 務 時 間 遵 守 を さ ら に 徹 底 す る こ と 等 を 目 的 と し て 、職 員 労

働 組 合 と の 協 議 を 経 た う え で 、特 殊 勤 務 手 当 の 内 容 を 変 更 し 、

上 記 （ ２ ） の 手 当 に つ い て は 、 １ 日 当 た り ３ 回 の 基 本 収 集 回

数 を 超 え て 、 ご み 収 集 業 務 に 従 事 し た と き は 、 １ 回 に つ き 給

料 月 額 の １ ０ ０ ０ 分 の ５ ．５ に 相 当 す る と い う 内 容 に 変 更 し

た 。 こ れ が 本 件 の 不 正 受 給 の 対 象 と な っ た 回 数 手 当 で あ る 。 

   ま た 、 こ の 規 則 改 定 に 合 わ せ て 、 勤 務 時 間 が 午 前 ８ 時 か ら

午 後 ４ 時 ３ ５ 分 ま で に 変 更 さ れ （ 現 在 は 午 後 ４ 時 ３ ０ 分 ま

で ）、収 集 事 業 課 の 技 能 労 務 職 員 の 実 際 の 終 業 時 間 も 、年 々 、

規 定 に 合 わ せ ら れ る よ う に な っ た 。  

な お 、 市 職 員 人 件 費 の 適 正 化 を 目 的 と す る 全 庁 的 な 技 能 労

務 職 員 の 手 当 見 直 し の 流 れ の 中 で 、現 在 ま で に 、回 数 手 当 は 、

１ 回 に つ き １ ０ ０ ０ 分 の ３ ． ５ に 削 減 さ れ て い る 。  

 

（ ４ ）  回 数 手 当 の 運 用  

   回 数 手 当 の 支 給 条 件 は 、 規 定 上 、 １ 日 当 た り ３ 回 の 基 本 収

集 回 数 を 超 え て 、ご み 収 集 業 務 に 従 事 し た と き で あ っ た た め 、

２ 回 分 の 回 数 手 当 を 受 け 取 る こ と が で き る の は 、５ 回 の ご み

収 集 回 数 が 決 ま っ て い た ２ ト ン 収 集 車 の 担 当 者 だ け の は ず

で あ っ た 。 し か し な が ら 、 ご み 収 集 業 務 の 負 担 に あ ま り 差 が

な い こ と や 、収 集 事 業 課 に お け る 技 能 労 務 職 員 間 の 不 公 平 感

が 募 る こ と と い っ た 事 情 が あ っ た た め 、１ 日 の ご み 収 集 回 数

が ５ 回 よ り も 少 な い 作 業 長 や 、 ３ ． ５ ト ン 車 及 び 大 型 ご み 収

集 の 担 当 者 に つ い て も （ す な わ ち 、 収 集 事 業 課 の 技 能 労 務 職

員 全 員 に 対 し て ）、 従 前 の 手 当 と 同 様 に 、 １ 日 勤 務 す れ ば 、

２ 回 分 の 回 数 手 当 が 支 給 さ れ る 運 用 で あ っ た（ 半 日 の 年 次 休

暇 の 場 合 は １ ． ２ 回 分 の 支 給 で あ っ た 。）。  

   こ の よ う な 運 用 で あ っ た た め 、回 数 手 当 の 支 給 に あ た っ て

は 、個 々 の 職 員 の 実 際 の 収 集 回 数 が 正 確 に 確 認 さ れ る こ と は

な く 、 勤 務 日 数 と 欠 勤 状 況 だ け が 確 認 さ れ て い た 。  
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第 ４  不 正 行 為 の 内 容  

 

１  不 正 計 量 と 不 正 受 給 と の 関 係  

 

  回 数 手 当 の 不 正 受 給 は 、回 数 手 当 の 根 拠 と な る 収 集 回 数 を 実

際 よ り も 少 な く ご ま か し て 回 数 手 当 を 受 給 す る 行 為 で あ る が 、

不 正 計 量 を 行 っ て い て も 、必 ず し も 収 集 回 数 を ご ま か し て い な

い 場 合 が あ る 。  

こ の よ う に 、 不 正 計 量 は 行 っ た も の の 、 収 集 回 数 を 減 ら し て

い な い 場 合 、 回 数 手 当 の 不 正 受 給 と は 認 め ら れ な い 。  

た だ し 、 不 正 計 量 は 、 ご み の 収 集 ・ 廃 棄 量 の 正 確 な 把 握 を 妨

げ 、 今 後 の 明 石 市 に お け る 環 境 行 政 に 影 響 を 及 ぼ し 得 る 行 為 で

あ っ て 、 業 務 命 令 違 反 に 該 当 す る 「 不 正 行 為 」 で あ る 。  

 

２  不 正 行 為 の 類 型  

 

  監 視 カ メ ラ の ビ デ オ 映 像 、計 量 記 録 及 び 職 員 に 対 す る 事 情 聴

取 の 結 果 等 か ら 、 以 下 の 不 正 行 為 の 類 型 が 認 め ら れ た 。  

 

不 正 行 為 の 類 型  不 正 行 為 の 内 容  

不 正 計 量 の 類 型   

タ イ ヤ 外 し  
計 量 機 の 計 量 台 か ら 収 集 車 の 前 輪 を 少 し は み 出
さ せ 収 集 車 の 総 重 量 を 軽 く 計 量 さ せ る 方 法 。  

カ ー ド 交 換  
（ 収 集 車 交 換 ）  

入 口 側 計 量 機 で は 、 ご み が 積 載 さ れ て い る 他 の
収 集 車 で 計 量 し 、 出 口 側 計 量 機 で は 、 ご み が 積
載 さ れ て い な い 自 分 の 収 集 車 で 計 量 す る 方 法 。
い ず れ も 自 分 の 収 集 車 の カ ー ド で 計 量 。  

水 積 載  
ご み の 代 わ り に 水 を 収 集 車 に 積 載 し 、 入 口 側 計
量 機 で 計 量 し た の ち 排 水 し 、 出 口 側 計 量 機 で は
空 の 状 態 で 計 量 す る 方 法 。  

 

計 量 時 の  
乗 組 員 降 車  

出 口 側 計 量 機 で の 計 量 の 際 に 乗 組 員 が 降 車 し
て 、実 際 よ り も ご み の 量 を 多 く 見 せ か け る 方 法 。

不 正 計 量 以 外 の 類 型   

途 中 降 車  
（ 中 抜 け ）  

乗 組 員 の う ち １ 名 を 途 中 で 降 車 さ せ 、 残 り の 乗
組 員 で 収 集 す る 方 法 。  

一 部 廃 棄  
収 集 し た ご み を ピ ッ ト で 全 て 廃 棄 せ ず 、 残 っ た
ご み で も う 一 度 計 量 ・ 廃 棄 す る 方 法 。  

 

収 集 回 数 の  
少 な い 配 車  

収 集 回 数 が 少 な い 配 車 が 行 わ れ る 場 合 。 職 員 の
間 で 「 ラ ッ キ ー デ ー 」 と 呼 ば れ て い た 。  
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第 ５  不 正 行 為 を 行 っ た 者 の 認 定  

 

１  不 正 行 為 を 認 定 す る 判 断 基 準  

 

（ １ ）  出 口 側 計 量 機 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 、か つ 、ご み の 廃 棄 が

認 め ら れ な い 場 合  

   収 集 車 が 入 口 側 計 量 機 で 通 常 計 量 を し た 後 、ご み を 廃 棄 せ

ず に 出 口 側 計 量 機 に 戻 り 、 ご み を 廃 棄 し な い ま ま 、 出 口 側 計

量 機 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 計 量 し 、タ イ ヤ 外 し に よ っ て 軽 く な

っ た 計 量 分 の ご み を 廃 棄 し た か の よ う に 見 せ か け る 場 合 で

あ る 。  

ご み の 廃 棄 を １ 回 行 っ て い な い た め 、 原 則 と し て 、 収 集 回

数 を １ 回 減 ら し た （ す な わ ち 「 不 正 受 給 」） と 認 定 す る 。  

   た だ し 、 当 該 職 員 が 、 ご み を 載 せ た ま ま 、 さ ら に ご み の 収

集 に 行 っ た （ 収 集 回 数 を ご ま か し た こ と は な い ） と の 信 用 で

き る 供 述 が あ る 場 合 に は 、 不 正 計 量 と 認 定 す る に と ど め る 。 

 

（ ２ ）  出 口 側 計 量 機 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 、か つ 、ご み の 廃 棄 を

行 っ た か 否 か が 不 明 で あ る 場 合  

    収 集 車 が 入 口 側 計 量 機 で 通 常 計 量 を し た 後 、ご み を 廃 棄 し

た か 否 か 不 明 な ま ま 、出 口 側 計 量 機 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 計 量

し 、タ イ ヤ 外 し に よ っ て 軽 く な っ た 計 量 分 の ご み を 廃 棄 し た

か の よ う に 見 せ か け る 場 合 で あ る 。  

    収 集 回 数 を 減 ら す こ と を 目 的 と す る 手 法 で あ る と 強 く 疑

わ れ る が 、追 い 込 み の 結 果 、最 終 コ ー ス の ご み の 収 集 量 が 少

な く な っ た こ と を 隠 ぺ い す る た め の 手 法 と し て も 用 い ら れ

る 可 能 性 が あ る た め 、必 ず し も 、収 集 回 数 を 減 ら し た と 断 定

す る こ と は で き ず 、 不 正 受 給 と ま で は 認 定 さ れ な い 。  

    そ こ で 、原 則 と し て 不 正 計 量 と す る が 、収 集 回 数 を １ 回 減

ら し て い た こ と を 示 す 資 料 及 び 信 用 で き る 供 述 が あ れ ば 、収

集 回 数 を １ 回 減 ら し た も の と し て 不 正 受 給 と 認 定 す る 。  
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（ ３ ）  入 口 側 計 量 機 で タ イ ヤ 外 し を 行 っ て い る 場 合  

   入 口 側 計 量 機 で は タ イ ヤ 外 し に よ る 計 量 を 行 い 、出 口 側 計

量 機 で は 通 常 ど お り 計 量 す る 場 合 で あ る 。入 口 側 計 量 機 で の

計 量 と 出 口 側 計 量 機 で の 計 量 と の 差 が 小 さ く な る た め 、ご み

の 廃 棄 量 と し て 記 録 さ れ る 重 量 は 少 な く な る 。追 い 込 み の し

過 ぎ に よ る 過 積 載 を 隠 す た め に 用 い ら れ た 。  

    こ の 場 合 は 、 収 集 回 数 を １ 回 減 ら す こ と は で き な い た め 、

不 正 受 給 と は 認 め ら れ ず 、 不 正 計 量 に と ど ま る 。  

 

（ ４ ）  カ ー ド 交 換 を 行 っ て い る 場 合  

ご み の 廃 棄 を １ 回 行 っ て い な い の で あ る か ら 、原 則 と し て 、

収 集 回 数 を １ 回 減 ら し た も の と し て 、不 正 受 給 と 認 め ら れ る 。 

   た だ し 、 カ ー ド 交 換 を 行 っ た け れ ど も 、 既 定 回 数 の 収 集 に

は 行 っ た と の 信 用 で き る 供 述 が あ る 場 合 に は 、不 正 計 量 に と

ど ま る 。  

 

（ ５ ）  計 量 時 の 乗 組 員 降 車  

   通 常 の ご み 収 集 量 は 、少 な い 時 で も １ 回 の 収 集 あ た り 数 百

キ ロ グ ラ ム に 達 す る た め 、２ ～ ３ 名 の 乗 組 員 が 降 車 す る だ け

で は 、 １ 回 分 の ご み 収 集 量 を ご ま か す こ と は で き な い 。  

   し た が っ て 、計 量 時 の 乗 組 員 降 車 は 、不 正 計 量 に と ど ま る 。 

 

（ ６ ）  そ の 他 の 不 正 行 為 に つ い て  

   そ の 他 の 不 正 行 為 に つ い て は 、 下 記 （ ７ ） の 表 の と お り 不

正 計 量 や 不 正 受 給 に 分 類 さ れ る が 、監 視 カ メ ラ 映 像 及 び 計 量

記 録 等 の 客 観 的 な 記 録 で 確 認 す る こ と が で き な い た め 、各 職

員 の 供 述 か ら 判 断 す る し か な い 。  

そ こ で 、 各 職 員 の 供 述 に つ い て 、 客 観 的 資 料 と の 整 合 性 、

並 び に 供 述 内 容 の 具 体 性 、合 理 性 、及 び 一 貫 性 等 を 考 慮 し て 、

不 正 行 為 が あ っ た か 否 か を 個 別 に 判 断 す る こ と に な る が 、 今

回 の 調 査 で は 、 各 職 員 の 供 述 の み か ら 、 不 正 行 為 の 内 容 、 時

期 、 回 数 及 び 行 為 者 等 を 具 体 的 に 特 定 す る こ と は で き ず 、 認

定 し な い 。  
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（ ７ ）  認 定 基 準 の ま と め  

 

類 型  不 正 行 為 の 認 定 基 準  

タ イ ヤ 外 し   

出 口 側 で タ イ ヤ

外 し を 行 い 、か つ

ご み 廃 棄 な し  

原 則 と し て 不 正 受 給 と 認 め る 。 た だ し 、 収 集

回 数 を 減 ら し て い な い と の 信 用 で き る 供 述 が

あ る 場 合 は 、 不 正 計 量 と 認 め る 。  

出 口 側 で タ イ ヤ

外 し を 行 い 、か つ

ご み 廃 棄 が 不 明  

原 則 と し て 不 正 計 量 と 認 め る 。 た だ し 、 収 集

回 数 を 減 ら し た こ と を 示 す 資 料 や 信 用 で き る

供 述 が あ る 場 合 は 、 不 正 受 給 と 認 め る 。  

 

入 口 側 タ イ ヤ 外

し の み  

不 正 計 量 と 認 め る 。  

カ ー ド 交 換  

原 則 と し て 不 正 受 給 と 認 め る 。 た だ し 、 収 集

回 数 を 減 ら し て い な い と の 信 用 で き る 供 述 が

あ る 場 合 は 、 不 正 計 量 と 認 め る 。  

水 積 載  不 正 計 量 と 認 め る 。（ 認 定 事 例 な し ）  

計 量 時 の 乗 組 員 降 車  不 正 計 量 と 認 め る 。  

途 中 降 車 （ 中 抜 け ）  不 正 受 給 と 認 め る 。（ 認 定 事 例 な し ）  

一 部 廃 棄  不 正 計 量 と 認 め る 。（ 認 定 事 例 な し ）  

収集回数の少ない配車 

（ ラ ッ キ ー デ ー ）  

不 正 受 給 と 認 め る 。（ 認 定 事 例 な し ）  

 

 

４  不 正 行 為 等 の 集 計  

 

（ １ ）  平 成 ２ ２ 年 度 当 時 の 職 員 （ 作 業 長 を 除 く ） の 関 与 ・ 認 識  

 

平成 22 年度における技能労務職員（作業長除く）
の 関 与 ・ 認 識  

人 数  
作業長を除く全技能労務職員
58 名 に 対 す る 割 合  

不 正 行 為  2 6 名 4 4 . 8 %

 不 正 受 給  2 4 名  4 1 . 4 %  

 不 正 計 量 （ 不 正 受 給 除 く ）  2 名  3 . 4 %  

過 去 の 何 ら か の 不 正 行 為 へ の 関 与 を 認 め た 4 1 名 7 0 . 7 %

何 ら か の 不 正 行 為 の 存 在 や 方 法 を 知 っ て い た 52 名 8 9 . 7 %

 

（ ２ ）  平 成 ２ ２ 年 当 時 の 作 業 長 の 関 与 ・ 認 識  

 

平成 22 年度における不正行為を認識していた作業長 5 名 中 0 名  

過 去 に お け る 何 ら か の 不 正 行 為 へ の 関 与 を 認 め た 作 業 長 5 名 中 2 名  

何 ら か の 不 正 行 為 の 方 法 や 存 在 を 知 っ て い た 作 業 長  5 名 中 3 名  
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（ ３ ）  不 正 行 為 の 延 べ 回 数 （ 職 員 ご と の 不 正 行 為 回 数 の 合 計 ） 

不 正 受 給 と 認 め ら れ る も の  不 正 計 量 と 認 め ら れ る も の （ 不 正 受 給 除 く ）  

タ イ ヤ 外 し  

（ 出 口 側 ）  

カ ー ド  

交 換  
計  

タ イ ヤ 外 し

（ 出 口 側 ）

タ イ ヤ 外 し

（ 入 口 側 ）

乗 組 員  

降 車  
計  

2 4 0  1 7  2 5 7 1 2 8 1 6 1 9  1 6 3

          合 計  4 2 0

 

（ ４ ）  収 集 事 業 課 に 勤 務 歴 の あ る 技 能 労 務 職 員 の 関 与 ・ 認 識  

 平 成 2 2 年 度 に  

収 集 事 業 課 で 勤 務

平 成 22 年 度 以 外 に

収 集 事 業 課 で 勤 務  
計  

過 去 の 何 ら か の 不 正 行 為

へ の 関 与 を 認 め た 職 員  
4 3 名 1 4 名  5 7 名

何 ら か の 不 正 行 為 の 存 在

や 方 法 を 知 っ て い た 職 員  
5 5 名 2 5 名  8 0 名

※明石市に在職中の収集事業課に勤務歴のある技能労務職員 97 名に対する事情聴取の結果 

 

（ ５ ）  不 正 行 為 の 認 定 回 数 （ 収 集 車 ご と ）  

類 型  認 定 回 数  

タ イ ヤ 外 し  1 8 3

出 口 側 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 、 ご み 廃 棄 な し  1 3 5  

出 口 側 で タ イ ヤ 外 し を 行 い 、 ご み 廃 棄 不 明  4 0  

 

入 口 側 タ イ ヤ 外 し の み  8  

カ ー ド 交 換  9

計 量 時 の 乗 組 員 降 車  9

合 計  2 0 1

 

（ ６ ）  不 正 受 給 の 概 算  

平 成 ２ ２ 年 度 に お け る 収 集 事 業 課 の 技 能 労 務 職 員 の 平 均 給

料 月 額 は ３ ３ 万 ８ ９ ７ ４ 円 で 、こ れ を も と に 算 出 さ れ る 回 数 手

当 は １ 回 あ た り １ １ ８ ６ 円 で あ る 。ま た 、本 来 支 給 さ れ る べ き

で な か っ た 回 数 手 当 の 支 給 は 、不 正 受 給 ２ ５ ７ 回 の う ち ２ ５ ６

回 で あ る （ １ 回 は 不 正 受 給 の 幇 助 で あ る た め ）。  

  よ っ て 、 不 正 受 給 額 の 概 算 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 １ １ ８ ６ 円 ×２ ５ ６ 回 ＝ ３ ０ 万 ３ ６ １ ６ 円  
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第 ６  管 理 責 任  

 

１  本 庁 管 理 部 門 に よ る 管 理 体 制 の 不 備  

 

  収 集 事 業 課 の 技 能 労 務 職 員 が 収 集 回 数 を 減 ら す 行 為 や 計 量

を ご ま か す 行 為 に 至 っ た 理 由 の 一 つ と し て 、「 取 り 切 り 」 の 時

代 の 名 残 で 、自 分 の 担 当 す る 収 集 ル ー ト の ご み を 全 て 取 り さ え

す れ ば よ い と い う 意 識 が あ っ た と 認 め ら れ る 。こ の よ う な 意 識

を も つ 一 部 の 職 員 の 意 識 を 変 え ら れ な か っ た こ と に つ い て は 、

管 理 不 足 で あ っ た と の 批 判 を 免 れ る こ と は で き な い 。  

  こ の よ う な 意 識 改 革 の 取 り 組 み は 、第 一 に は 収 集 事 業 課 に お

い て な さ れ る べ き こ と で あ る が 、本 庁 管 理 部 門 が 十 分 な 援 助 を

行 わ な か っ た こ と も 、収 集 事 業 課 の 技 能 労 務 職 員 の 意 識 を 変 え

る こ と が で き な か っ た 要 因 で あ る と 考 え ら れ る 。  

本 件 が 発 覚 す る 数 年 前 か ら 、 収 集 事 業 課 で は 、 ２ ト ン 車 の 乗

組 員 数 の 削 減（ ３ 名 か ら ２ 名 ）に よ る 業 務 の 効 率 化 や 、「 ５ つ の

取 組 み 」 と 呼 ば れ る 市 民 向 け サ ー ビ ス の 向 上 （ ご み 集 積 所 の 清

掃 、 学 校 ・ 自 治 会 へ の 啓 発 講 座 、 不 法 投 棄 防 止 の た め の パ ト ロ

ー ル 、 要 援 護 者 向 け の 個 別 ご み 収 集 な ど ） を 図 る 取 り 組 み を 開

始 し 、 職 員 の 意 識 改 革 を 進 め て い た が 、 本 庁 管 理 部 門 も こ れ ら

を 後 押 し す る た め の 十 分 な 援 助 を 行 う べ き で あ っ た 。  

 

２  現 場 に お け る 管 理 体 制 の 不 備  

 

調 査 に よ っ て 明 ら か と な っ た 不 正 行 為 の 頻 度 、 回 数 か ら す る

と 、 収 集 事 業 課 の 管 理 職 及 び 作 業 長 に つ い て は 、 適 切 な 指 導 ・

監 督 が で き て い な か っ た と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

 

３  回 数 手 当 制 度 の 不 備  

 

  不 正 受 給 の 対 象 と な っ た 回 数 手 当 は 、 も と も と 、 収 集 事 業 課

の 技 能 労 務 職 員 に 規 定 上 の 勤 務 時 間 を 遵 守 さ せ る こ と を 目 的

と し て 設 け ら れ た 。 収 集 事 業 課 を 希 望 す る 職 員 が 少 な い た め 、
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職 員 の 定 着 を 図 る べ く 勤 務 時 間 を 短 く す る 特 例 を 認 め る 必 要

性 が あ っ た に せ よ 、そ も そ も 公 務 員 た る 市 職 員 が 勤 務 時 間 を 遵

守 す る こ と は 当 然 で あ っ て 、こ れ を 名 目 の 異 な る 手 当 の 支 給 に

よ っ て 解 決 し よ う と し た こ と は 、根 本 的 な 誤 り で あ っ た と 言 わ

ざ る を 得 な い 。  

ま た 、 時 代 状 況 が 変 わ り 、 回 数 手 当 を 創 設 し た 前 提 が 変 容 し

て き た に も 拘 ら ず 、 手 当 制 度 の 適 正 化 を 図 り き れ な か っ た 点 に

つ い て も 、 問 題 が あ っ た こ と は 明 白 で あ る 。  

 

４  回 数 手 当 制 度 の 運 用 上 の 問 題 点  

 

規 定 上 、 回 数 手 当 が ２ 回 分 支 給 さ れ る 条 件 を 満 た す こ と が で

き る の は 、 ２ ト ン 車 の 収 集 車 を 担 当 す る 職 員 だ け で あ っ た が 、

運 用 上 、 ３ ． ５ ト ン 車 の 担 当 者 や 作 業 長 を 含 め 、 収 集 事 業 課 の

技 能 労 務 職 員 全 員 が ２ 回 分 の 回 数 手 当 の 支 給 対 象 と な っ て い た 。 

明 石 市 の 管 理 部 門 が 、 こ の よ う な 運 用 を 承 知 し な が ら 、 適 正

化 を 図 っ て こ な か っ た こ と は 、 回 数 手 当 制 度 の 趣 旨 が 没 却 さ れ

る 結 果 を 招 き 、 こ れ に よ り 、 現 場 の 技 能 労 務 職 員 に お い て 、 回

数 手 当 と の 関 係 で 収 集 回 数 を 守 る べ き と い う 意 識 が さ ら に 軽 薄

化 し た こ と は 間 違 い な く 、 運 用 上 の 問 題 が あ っ た と 認 め ざ る を

得 な い 。  

明 文 の 規 定 に 反 す る 支 給 が な さ れ て い た と い う 意 味 に お い て 、

支 給 す る 側 の 問 題 点 も 少 な く な い の で あ る 。  
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第 ７  再 発 防 止 策 に つ い て の 提 言  

 

１  不 正 計 量 の 防 止  

 

  不 正 計 量 を 防 止 す る た め 、入 口 側 計 量 機 と 出 口 側 計 量 機 の 計

量 差 だ け で は な く 、 各 計 量 機 の 計 量 結 果 を も 、 ご み の 搬 入 日 報

に 記 録 し 、 さ ら に 、 計 量 場 で の 監 視 体 制 を 強 化 す べ き で あ る 。 

 

２  手 当 制 度 の 適 正 化  

 

  過 去 明 石 市 は 手 当 の 額 を 減 額 す る な ど の 適 正 化 を 図 っ て き

た が 、 本 件 の 発 覚 に よ り 、 手 当 制 度 の 根 本 的 な 問 題 点 や 不 透 明

さ が 依 然 と し て 解 消 さ れ て い な い こ と は 明 白 で あ る 。  

ま た 、 そ も そ も 、 収 集 事 業 課 の 業 務 と し て 本 来 予 定 さ れ て い

る ご み 収 集 業 務 を 実 施 す る に あ た り 、 特 別 な 手 当 が 支 給 さ れ る

と い う こ と 自 体 、 時 代 状 況 に 照 ら し て 不 適 切 と 言 わ ざ る を 得 な

い 。 他 市 に お い て も 、 ご み 収 集 事 業 担 当 課 に お け る 手 当 制 度 の

見 直 し が 検 討 さ れ つ つ あ る 。  

よ っ て 、 回 数 手 当 は 、 支 給 の 根 拠 が 乏 し く 時 代 状 況 に も そ ぐ

わ な い た め 、速 や か に 廃 止 す る 方 向 で 検 討 す る こ と が 望 ま し い 。 

 

３  収 集 事 業 の 見 直 し  

  

  回 数 手 当 が 創 設 さ れ た 背 景 に は 、収 集 事 業 課 の ご み 収 集 業 務

が 、朝 か ら 夕 方 ま で を 勤 務 時 間 と し て 勤 務 さ せ る 性 質 の も の で

は な か っ た と い う こ と が あ る 。  

 ご み 収 集 業 務 は 正 規 職 員 が 行 う よ り も 業 務 委 託 に な じ む 業 務

で あ る こ と 、さ ら に 、民 間 企 業 の 活 用 推 進（ す な わ ち 業 務 委 託 ）

が 現 在 の 社 会 の 要 請 に も 合 致 し て い る こ と を 考 慮 す る と 、 環 境

問 題 に つ い て の 啓 発 活 動 な ど の 公 益 的 な 活 動 は と も か く 、 ご み

収 集 事 業 そ の も の を 廃 止 し 、 業 務 委 託 を 進 め る こ と は 、 本 件 の

究 極 的 な 再 発 防 止 策 と 言 え る 。  

以  上  


